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　　　　　　　　　　　　　　　　1.官話から普通話へ

　現在，中国では中国全体を代表する言語としての中国語を“漢語”と呼ぶ。総人□の94パー

セントを占める，いわゆる漢民族の用いる言語という意味での命名である。漢民族以外の6パ

ーセントに相当する約4000万人は，壮族（広西に住ts, 780万）,ウイグル族（新愚390万）,チベ

ット族（チベットなど, 280万）,蒙古族（内蒙古など, 160万）,苗族（貴州など, 270万）なとがら人

口数百の民族までの50余の少数民族で，それぞれ固有の言語をもっ。「漢語」という名称は。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）こうした少数民族の言語を認めた上での命名である。

　同じ漢民族の中でも，各地方によってさらにさまざまの方言をもつ。方言の分類については，

今世紀の初め章炳麟は9類に分ち, 20年代黎錦煕は12系に分ち, 1937年王力は5大系にまとめ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）同じ頃，李方桂は中央研究院の調査の結果を参考にして8大類を立てた。

　これらの方言的差異は語音・声調・語星の上にも存在し，別の方言区の人々とのあいだの相

互理解をはなはだしく妨げる。

　「中国全国の放送局55局のうち, 15局は北京語音によって放送している外，なお18種の方言

（小方言を含む）による放送番組を持っている。北京語音による放送はかなりの地区において，

一部の人によって聴取されているにすぎない。……また広西放送局では，北京語音による放送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）以外に，柳州官話・広東方言による放送というように三重の放送か行なわれている。」

　同じ物がいろいろの方言区においてちがった名称をもつ一例をあげれば，とうもろこしは

く〈玉米･棒子･包谷･白米･珍珠米・六谷・関粟・粟米………〉〉と各地ごとにその名称はちか万。

　中国の近代化とともに，共通語の必要か痛感され，さまざまの運動か行なわれてきた。ここ
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では，官話から普通話への推移を唐宏の要約した文章によって見ることにする。

　「北京語は過去にぱ官話”“国語”と呼ばれたが，新中国か成立してから，北京語音を標準

音とし，北方語を基礎方言とし，典型的な現代口語文の著作を語法の規範とする“普通話”を

漢語を共通に理解し，共通に使用する民族共通語と規定した。

　清代の封建王朝は北京に都をおいたが，清朝皇帝は満州人であったので，宮廷ではすべて満

州語を話した。しかし，清代後期には遂に満州語をやめて，大多数の人が常用している北京語

を話すことに改め，後に“官話”を制定し，一時は盛んに行なわれて官界宮廷に普及した。こ

れが“官話”というこの名称の由来である。

　民国の初期に至って，北京語を“国語”とした。しかし，各民族の開で自服視し合い，その

うえ普及を推進する有効な方法がなかったため，“国語”はずっと少数の地方で通用するだけ

で，各地各民族は依然として自分たちの言語を話していた。

　1949年になって)国語”を“普通話”と改称した。普及簡明，通用という意味からとった

ものである。これはただ名称を改めただけでなく，少数民族に対する尊重ということも含んで

いる。普通話は全国で大いに推進し，普及を望むけれど乱少数民族はやはり自己の民旋言語

を使用する自由を保留することかできるのであ5）。」

　　　　　　　　　　　　　2.基礎方言としての北方語

　「北京語音を標準音とし，北方語を基礎方言とし，典型的な現代口語文の著作を語法の規範

とする」漢民族の共通語が“普通話”であるか，この決定は1956年の現代漢語規範化問題学術

会議で行なわれた。

　「北京語音を標準音」とするために，いわゆる北京語で，一宇を二つ以上の音で読行もの82

字について，一音に統一することも行なわれた。たとえば「法」は腿の音のみにして, fa,fa

の音忿けずり，「学」はxueを残してxiaoをけずり，「亜」は勁を残してyaをけずるなど

である。北京語の語彙についても，北京語には他の方言と同様，その地方の風俗習慣から生ま

れた特有の語彙かおるが，これらのうち，他の土地の人びとにわかりにくいものは，普通話と

しては取らないようにしようとしている。たとえば「砂子」は「肥已」に丿取灯几」は「火柴」

にというふうに。したがって5普通話”は北京音を標準とするといっても)普通話”がすな

わち北京語であるというわけではない。

　「北方語を基礎方言とする」という理由には，北京か中日の首都で，政治・経済・文化の中

心であることや，また歴史的に見て，いわゆる白話文で書かれたF三国演義』r水滸J
1紅楼夢J

r儒林外史丿等は，北京語を根拠としていること，また五四運動以後，文言文と代かった白話

文も基本的に北京語に依ったことなどのほかに，いわゆる北方語が他の諸方言に比べて，圧倒

的な方言分布をもっことがあぶ。

　　北方方言（下江官話及び西南官話を含む）

　　　　　　　　　　　　　　38, 700万人

　　江浙方言（呉方言）　　　4,600万人

　　湖南方言（湘方言）　　　2,600万人

　　江西方言（倣方言）　　　1,300万人

　　客家方言　　　　　　　　2,000万人
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　　閥北方言　　　　　　　　　　700万人

　こうした実態の上に立って，中国における共通語の問題を考えると，小さな島国で比較的順

調に近代化の道を歩んできたわれわれ日本人の場合とは，比較にならぬ困難かおることは明白

である。しかし，抗日戦争およびそれに続く解放戦争の期間に，中国全土は増蝸のように攬伴

され，民族の大移動が行なわれた。革命後も今日に至るまで，各地における建設作業に多数の

大びとが動員され，「人民に学べ」というスローガンの下に，がっての知識階級や学生たちは

続々と「下多」して地方の農山村や工場へはいって行った。人民解放軍には多数の各省出身の

兵士が起居を共にし，ここでも“普通話”の教育か行なわれている。小学校，中学校の普及も

めざましく，今までに見なかった規模での共通語教育が可能となって来ている。これに新聞・

放送・映画・演劇の普及という面を考え合わせれば，北方語を基礎とする共通語I普通話”は

ますますその範囲を拡大して，方言区に侵入しつつあるということができよう。

　　　　　　　　　　　　　　　3.典型的な現代口語文

　“普通話″が語法の規範とする典型的な現代口語文とはどういうものをさすのであろうか。

　毛沢東は早く1942年2月，延安幹部会における講演「党八股に反対する」で，古い時代の八

股文にかわって，党内の一部で党八股の文章か現われていることを述べ，中味のないからっぼ

なことばを並べた文章，虚勢をはり，わざと大をおどしつける文章，対象を考えないで書かれ

る文章，ことばに味がなくてひからびている文章，箇条書にするだけの形式的な文章，責任感

なしに書きなぐった文章，等について鋭い批判をしているが，その中で次のように述べている。

　「第一に人民大衆にことばを学ばねばならない。　人民の語彙は豊富で生き生きとしていて，

実際生活を表現しているものだ。われわれの多くはまだことばをちゃんとものにしていない。

だからわれわれが文章を言いたり，演説をしたりするときに，生き生きとしてぴったりした，

力のあることはかなく，ひからびた何本かの筋かおるだけで，ルンペンみたいに見苦しく痩せ

　　　　　　　　　　　　　　　　8）でいて，健康な人のようにみえない。」

　今日の中国における文学芸術を指導する基本理論は，この「党八股に反対する」から3ヵ月

後の1942年5月に，毛沢東の行なった「延安の文芸座談会での講話」（「文芸講話」と略称される）

であることは，周知の事実である。当時，国民党地区から文学者・芸術家か大挙して延安には

いってきたが，彼らの生活習慣や，ものの考え方が中共地区の文化と調和せず，混乱状態が生

まれていたことから，数十名の文学者・芸術家を集めてなされたこの座談会での講話で，毛沢

東は，あらゆる種類の文学・芸術の源泉は，人民生活の中に存在していて，これは荒けずりの

ものではあるが，もっとも生き生きした，もっとも豊かな，もっとも基本的なものであると述

べ，これこそがすべての文学・芸術の，取りつくせず，汲みつくせぬ唯一の源泉である，と力

説した。そして，そのために

　「学者・芸術家は，かならず大衆の中へはいって行かねばならない。かならず，長期にわた

って，無条件で，心を打ちこんで，労働者・農民・兵士たちの中へはいって行き，火のような

闘争の中へはいって行き，唯一のもっとも広い，もっとも豊かな源泉の中へはいって行き，す

べての人間，すべての階級，すべての大衆，すべての生き生きした生活形式と闘争形式，すべ

ての文学・芸術の原始的な素材を観察し，体験し，研究し，分析しなければならない。そうし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）たあとではじめて，創作過程にはいることが可能となるのだ。」
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　このように述べる毛沢東自身の文章そのものが簡潔で味わいかおり，じつにわかりやすい文

章で，「典型的な現代口語文」である可能性をもつか，ともあれ，ここに示された文芸路線に

よって，従来の知識階級出身の作家に変わって，一般大衆の中から，次々と新しい作家が現わ

れてくる。兵士になってから文字を覚えたという高玉宝は別としても，労働者作家の万国儒，

胡万春，唐克新や農村出身の趙樹理，兵士出身の林雨，金敬返等等，まことに百花斉放の趣が

あったが，やがて文化大革命の進展とともに，当時の文学体制と密着していた多くの作家，評

論家は批判を受け，文学史年表には空欄か続くことになる。

　こうした激しい流れの中で，文化大革命を経てなおその声価はいよいよ高く，現代中国を代

表する作家に浩然がいる。文芸講話路線を忠実に守り，多数の作品を発表し，500万部を出し

たと言われる長篇小説『艶陽天』や『金光大道』を書いた作家，浩然の作品を材料にして，以

下，北方語の問題を考えてみたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　4.浩然の経歴と作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）　浩然の小説については，別に小論を発表したことがあるので，ここでは詳述を避ける。私か

浩然の作品に注目したのは，その芸訃ﾄ生・思想性ということよりもむしろ，彼の文章のもつ生

き生きとした表現，農民生活の中から生まれた豊かなことばのおもしろさに惹かれたからであ

った。

　「文化・教育，文学・芸術，体育・医療衛生，科学研究は，すべてプロレタリア階級の政治

に奉仕し，労働者・農民・兵士に奉仕し，生産労働に結びつかなければならない。」というの

は，中華人民共和国憲法第十二条の規定であり，文学は政治に奉仕するものとされている国で，

この作家の作品が出版されるのは，その作品のもつ思告乱政治性の故であることは当然であ

ろうが，しかし私は，この作家の作品がこれほど広汎な人民大衆に支持される秘密の一つは，

彼が農村に育ち，農民と共に生活し，農民の忠実な代弁者として，暖かく人びとを見つめてい

ることと，農村の中に生き生きと使われていることは，巧みな比喩，くだけだ表現を身につけ

ていて，これを作品の中に縦横に駆使している点にあると思う。

　浩然は本名を梁金広といい, 1932年，河北省萄県に農民の子として生まれた。萄県は，今は

天津特別市の北部に位置し，北京の東の郊外ともいえる場所である。幼年時代から家の手助け

をして畠で仕事をしたが，家が貧しく，しかも荊県のある翼東一帯は，抗日戦争の時には遊撃

戦の根拠地となっていた地区で，小学校には3年間通っただけだという。 lO歳で両親と死別し，

その後は貧しい農民に育てられ，児童団の団長としてご

連絡などの仕事をした。 16歳で，中国共産党に入党, 1949年冬，地区の党委員会で青年工作の

背任者だった時,生産促進キャンペーンのための短い劇を書いたのが，彼の最初の作品で，や

がて「河北青年報」という新聞の通信員となる。

　1952年には河北省の団校（党青年団学校）にはいって学習し，その後1956年まで農村工作に従

事する。1954年から「河北新報」の通信記者をしていた浩然は，北方農村を歩きまわる中で，

農民の生活感情に密着した作品を書き始める。1956年8月の〈〈北京文芸〉〉に「喜鵠登枝」が載

ったのを初めとして, 1957年には「一一匹痩紅馬」〈〈火花〉〉，「新娘妁」〈〈芒種〉〉，「雪紛紛」

〈〈長春〉〉，「夏青苗求師」くく中国青年≫と次々に短編小説を発表し, 1958年には最初の作品集

『昔翁登枝J （作家出版社）が出版され，以後r芋果要熟了』（作家出版社），r新春曲』（中国青年
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出版社），『珍珠』（百花出版社）,『蜜月J （北京出版社）とっづき, 1963年には『杏花雨』（上海文芸

出版社）, r彩霞集J （中国青年出版社）が出ている。この開，発表された作品は百数十編にも及

ぶという。

　1964年以降，浩然は専業作家となる。その前, 1962年からまる三年をかけて，河北の一農村

での合作社内部の闘争をテーマとした『艶陽天J （人民文学出版社）を言き上げた。総ページ数

で1788ページ，百万字を越える創作で，こうした長編の出版は現代中国では異例であり，作家

浩然の声価はここに定まった。

　1972年には『金光大道』第一部か, 1974年には第二部か人民文学出版社から出たほか，短編

小説集『楊柳風』（北京人民出版社）, r春歌集』（天津人民出版社）,児童文学『幼苗集』（北京人民

出版社）などが1973年に出版されており, 1974年には西沙群島での自衛反撃戦をテーマとした

r西沙几女』の「正気篇jr奇志篇」が北京人民出版社から出版された。彼は現在北京市創作組で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m他の作家たちと共に，後進の文芸工作者の指導にも当たっているという。

　　　　　　　　　　　　　　5.浩然の作品と北方語

　浩然の作品の中から，農民たちの会話を生き生きと描いている部分を抜き出してみよう｡『艶

陽天』の中で，栗畑を鋤いている合作社の人びとが，二，三日前の会合で合作社攻撃をした社

中について議論している所であ言。

“m,退一千，道一万，没有地長不出庄稼。没娘ｲﾛ能界弦子喝？他界令我看看！”

　｢へえ，千べん万べんしゃべくっても，土地なしで作物かできるかよ。よめさんなしで子

どもか生めるかね？おめえ，生んでみせてくれや！｣

“遥祥退活，真是肉帽煮元宵一混蛋I "

　｢なにぬかす，肉鍋で精進料理つくるのかｰぼんくら！｣

“称看他是黄鼠狼狽草帽，瑕充好人丿

　｢おめえはいたちか麦わら帽子かぶったみたいに，ええかっこしとるだけじゃが! J

信一垢剛版,男一埼ス起来了：

　こちらかやっとおさまると，今度は別のがまた始まった：

“在会上　人，有理也是没理□

　｢会議で人をどなったら，理屈があっても通らなくなるわ！｣

“不給他来今房害的，他更不知道具王苓三只眼了!"

　｢痛いめに会わせてやらんと，あいつはこちとらがにらんでるのがわからんのだ！｣

“勁管什法用，把人家弩倒了？”

　｢どなって何になる，どなって相手がびっくり返るか？｣

“反正出了刎，白零了!"

　｢どうせ，うさばらしよ，かだでもどなるさに

“白馬？他礁着，要是辻連福白把人尋了，我管祢叫好訴的！”

　Fむだでもどなる！やい，もし連福にむだにどならしたというんなら，おれはおめえの言

うとおりにしようじゃねえか！｣
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“撒不出一丈的尿。”

　｢ほざいても小便は一丈飛ばねえぞ。”

ｲ三一群，倆一伏,男一辺也在争途:

　三人ひと組，ふたりでひと組と，別のところでも言い合いをしている：

“弩宵脱硬退没吃，我看述唖帆都不能信1"

　｢まわり道のやつ，食う物かないと言いはってやがるが，おしだって信じねえぜ！｣

“祢別掠的誰受了，宵肩脱就不共没吃曙＼"

　｢おめえ，腹がはってつらいのか，まわり道のやつだと食い物がないといけねえのか

よ！｣

“他脱，脱出什互来了？”

　｢やつはまわり道しやがる，まわり道してどうなるちゅうんだ？｣

“這年具，反正懇広着也好不了朧!"

　｢このご時世じゃ，何やらかしたって，よくなりっこねえよ！｣

　　ここで“鋭一千，道一万”，“肉帽煮元宵”，“鳥王賃三只眼”J撒不出一13)尿”などは，

民間の俗語で日常よく使われているものであろう。“黄鼠狼頂草帽，恨充好人”はいわゆる歌

后語（しゃれことば）で，こうした語は浩然の作品では盛んに現われる。さらに“庄稼”“娘

ｲ［］'“混蛋”“仁”“倆”“不坦”などは，明らかに北方方言である。

　こうした北方方言が，次第に普通話の語彙として全田に広かっていることは事実としても，

他の方言地区の人びとに，どの程度まで理解されているものであろうか。北方方言をまとめた

書物として，信頼しうる大著はまだ見ていない。私か利用しているのは次のようなものである。

　任明「北方土語辞典」（上海，春明出版社, 1951年）

　湖君「北方口語簡秤」（広州，南方通俗出版社, 1954年）

　陳子貢「北平諧後語辞典」（台北，大中両目言公司, 1969年）

　唐宏「北京話与漢語併音」（香港，上海書局, 1974年）

　これらの書物は，その出版地から見ても，他の方言地区の人びとにわかりにくい北方語を解

説したもので，たとえば湖君の書物では編集の目的を「華南地区の読者が北方の文芸作品を読

むのを助けるとともに，学校教師の授業の準備の参考にする」ためだと書いている。

　書物を読台場合にはそれでいいとしても，耳から聞く場合はどうか。香港の新聞「新晩報」

の記事14)喬坂は映画「艶陽天」のせりふについて，「地方的な色彩の濃厚なことばを，映画

で使うことになると，観衆には聞いてもわからないという問題が起こってくる。だが，もし全

部を普通話にして映画のせりふとすると，今度は地方的な色彩や生活の息吹きを失ってしま

う｡」ために浩然の「艶m天」のシナリオ作者は，映画のせりふの中で，原著の土語俗語を原

意をそこなわない程度に簡潔な普通話に改め，一方，北京の俗語も残して，観衆にもよくわか

り，地方的な色彩をも失わないように苦心していることを述べている。しかし，それでもまだ

岡・専（福建・広東）の観衆にはわからないせりふがあると思うからと，北京の土語俗語をあ

げて解説を加えている。それは次のような語である。

　凡手不管（ほったらかして，かまおうとしない）　主心骨（はっきり七た考え，よりどこ

　ろ）　蔦狭c疑うな，かんぐるな）　別打忿（話に水をさすな）　心里（考え）　ｲ古摸（だ
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　いたいのところを推量する）葡骨眼几（重大なポイント，大事な瀬戸ぎわ）　納m几（勝

　におちない）　往逆（ぐるになる，気脈を通じる）　没口几（見こみかない）　一決几追透

　亮了（みんなで徹底的に話し合う）　紅長活几（地主の作男になる）　乱打一鍛粥（めちゃ

　くちゃなことをする）　端午（昼，正午）

　さらに「新晩報」は喬坂の「「金光大道」中の北方語彙」を15日間にわたって連載し, 200

　　　　　　　　　　　　　　　　15）以上の北方語に解説を加えているか，このことからも，北方方言は語法においては，他の諸方

言に比べれば高度の共通性をもっているか，語彙においては，なお方言的差異が相当大きいこ

とかわかる。北方方言を基礎にした文学言語にはまだ多くの選択と加工の余地が残されている

と言えるであろう。

・北方語彙とその用例

　次に浩然の作品の中から，よく使われている北方語を選び出すことにする。

　『艶陽天Jの初めの部分で，息子の嫁が死んで，じいさんと息子と孫（男）の三人ぐらしで

いることを“銚子挟骨具”と書いている。

　一家子人鏡子挟骨奘一三条光梶，没令娘佃,日子窓丘辻野i （第1章1）『以下特に注しないも

　のはr艶陽天』からの用例）

　（一軒の家が，箸で骨をはさんだみたいにチョンガー三人，女手なしでどうして暮らしてい

　けるだ!）

　ここの“光梶”（一作「光棒」。単身乱有吋亦称流収,地言力光梶。-r北方口語簡釈』）

や“娘rj"（娘几判。則女。有吋合軽祝之意-『同』）も，北方語である。

　銚子挟骨具1三条光恨几。不象令辻日子的人家m-！（第52章673）

　（箸で骨をはさんだみたいな三人のチョンガーよ。　まともな暮らしの家じゃないよ!）

のように，ほかにも出てくる。

　農民の問でよく使われる俗語も多い。

　噌判辻日子不是光求三今治一半倒就行了。（第4章41）

　　（わしらの暮らしは，三度の飯を腹いっぱい食って一度眠りゃそれでよいということだけ

　じゃなくなった。）

の“三介治一介倒”という味のあるいい方や，這，辿，這不是騎着人家涼子拉屎m？（第5章61）

　　（こ，こ，これじゃ，入の首にまたかって糞たれるのと同じじゃねえか？）

の“騎着卵子拉屎”（北方成副。形容欺人太甚之用語。-『北方土語辞典J』や，

　呼,那府候曙,作小子逐牛狗屁都不如朧。（第6章68）

　　（フン，そのときは，お前さんなんかい犬の尻上り値打ちがなくなるんだよ。）

の“逆介狗屁都不如"という，やや下品な言いまわしも，いかにも農民らしい。　あとの文の

“小子”『北方土語。①対几子的称呼。③対年青人的泉熱称呼。③対人的侮辱称呼。3北方

土語辞典』）も，盛んに出てくる語である。

　以前は方言であったものか，解放後広く用いられるようになった語も多い。“膀”“鎬”“埼”

などが代表的なものである。普通話の語彙約6万語を収録したF漢語併音詞混J （1963年文字改

革出版社）の中では，地域方言と見られているものには〔方〕と注しているか，“恰""鎬”“埼”

には〔方〕の注がなされていない。　普通話への定着を示すものであり，今後も選択淘汰され

て生き残った方言が，普通話の語ilを豊富にしていくことになるのであろう。
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　我則回去不回去倒没瞎。（第1章11）

　　（わしらが帰るかどうかは大したことじゃない。）

　祢看，作看，諮是啼If？（「幼芽」『揚柳風』96）（ホラ，ホラ，これなに？）

　今年生戸又鎬得特別出色，……（■HI章2）

　　（今年のできは特別にずばぬけている，……）

　“橋"は以前は西南方言であったものである。這下子東山鳩埼了，……（第2章16）

　　（これで東山鳩はおだぶつよ，……）

　“培”はこわれる，つぶれる，だめになる意の俗語で)埼台”とも使う。

　衣並社埼了合，昌之悦逐可以混水摸色，逐可以穏坐江山。（第6章80）

　　（合作社がつぶれたら，馬之悦はどさくさまぎれに，まだ天下をのっとれる。）

これに類するものをいくつかあげてみると，“挺”（役，十分。-『北方口語簡釈』）

　見不到，喊不良，老久子挺着急。（第i章5）（姿も見えず，呼んでも答えず，じいさんはひど

くいらいらした。）

　小介几，駝背，挺机災。（「鉄面無私」『楊柳風』35）（小がらで，ねこ背だが，ひどく頭がは

たらく。）

“棒”（好，高明，強壮。-『北方口語簡釈』）

　那介小娘妁可棒朧，……（第3章33）（あの若い嫁さんは本当にすごいわよ，……）

　棒労力都到水岸去了, （「箭竹河辺」『春歌集』105）（すごい力のあるのはみなダムヘ行って

しまった，……）

　作冊妁女真叫棒呵! （同, 123）（あんたたち女の人はまったくすごいなあに）

　娼女有什立棒的! （同）（女がすごいことなんかあるもんですか！）　　¨

これぱ棒棒的”というふうにも使われる。（棒棒的即美好的，図旺的，好好的一喬坂「新

晩報」）

　泣祥我引才能団姑一致，把昭則芳草地的工作橋得棒棒的。（『金光大道』第2部471）（こうし

てこそわしらけ一致団結してあの芳草地の仕事をりっぱにやることかできる。）

　“拘"（山西，西北土語。託人帯荊西-I"北方土語辞典J）

　這是昌主任址我捕給恋的。（第l章7）

（これは馬主任からわしがあんたにことづかったものです。）

　把=具委柚記拘来的活在心里重ir一遍。（r金光大道』第2部6）（県委員会書記のことづけて

きたことばを，心の中でもう一度くり返した。）

“抗”（院西，山西土語，友声之意。如：坑声。綻気。-『北方土語辞典』）

　于是，就想逗逗這介急性子人，一汽不暁，……（第5章51）（そこでこのせっかちな人をちょ

っとからかってやるうと)ことも□をきかずに，……）

　弥桂英没抗声。（第50章652）（孫桂英はおしだまっていた。）

　他兄我不暁声，自己回答悦……（「幼芽」『楊柳風』99）（彼は私を見てもしゃべろうとせず

自分で答えて言った，……）

　一査没暁声的周永振猛地祐起来，喊一声……（r金光大道丿第2部418』（ずーつと黙ってい

た周永振はいきなり立ち上がって，どなった……）

　他一句也不暁。（第5章54）（彼は一ことも言わない。）
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“刑"（北方土語。①算。③反駁。③排。④拒絶。⑤相待不下o R抗住。⑦砂架。⑧至。到。

⑨意同「最」。-『北方土語辞典J）

　別看人家比昨年記軽，迫心木，祢仁一決几也不刑介。（第5牽52）（あの人はお前よりは年は若

いけれど，やりくちは，お前みたいなのか三人よったってかなわないよ。）

ここの“仁"ぱ三介”の意味の北京語。

この“刑"からさらに北方土語の“刑小”（至少。最少。）, “頂多”（至多。最多。）,“刑事”

（有効。管用。），"灰嘴”（砂架）や，山西，訣西土語の“刑撞”（打撃）も出てくる。

　昌主任鋭活刑事几，他要紐着動几，可就求亦了。（第5章54）（馬主任のことばはききめかある。

あの人がへそを曲げると，こいつはやりにくぐなるよ。）

　要那祥，煩多批坪祢几句，……（第6章67）（そうしても，せいぜい二言三言批判されるだけ

だ。）

　刑多能校長，頂什広用!･（第7章83）（せいぜい校長になるのか関の山，なんの役に立つん

だ!）

“美”（山西，訣北，西北土語。①役好。②形容舒遥之状。又訣北常用的這句活「美的太」即扱

美，扱好。-『北方土語辞典』）

　額r共，又磁上什玄喜帖子了，礁把作美的! （第16章209）（おてんば娘が，お祝いに呼ばれ

たんじゃあるまいし，あまりうれ七そうにしなさんな!）

　「美的昨曜」は罵語で「そんなに得意になるな！」の意である。

“雨"（河北土語。映如「贈」。作「不」解。-『北方土語辞典J）

　昨不回来Iff, 荊想安排好，乱子也少不了。（第3章27）（あんたか帰ってこなくちゃ，ちゃんと

配置かできないどころか，ごたごたもひどく多いのよ。）

“削"（河北土語。語尾。用法如「呵」。-『北方土語辞典』）

好消息嶼! （第1章10）（いいしらせじゃろ!）

　その他の俗語もいちいち拾いきれないほど使われている。

“上肢”（r艶陽天』原注：童倅姶正式結婚的吋候，俗称上肢。）

　那年秋后，III老大硬張着給几娘姐上了肢。（第1章3）（その年のとり入れのあとで，蕭じいさ

　んはむりやりに嫁を息子と一緒にした。）

“老八板”は，古くさいしきたりのこと。

　逐是那股老八板的祥子不行厨! （第3章30）（まだそんな古くさいしきたりのままじゃ，なっ

てないわ!）

“乖乖地”は，おとなしく，ということ。

　昌立本乖乖地沢着畔女人，……（第7章94）（馬立本はおとなしく，でぷのかみさんのあとに

ついて，……）

“孤空子”は，ひまをみつけること。

　弥也孤空子前前他。（第8章109）（あんたも，ひまをみてはあいつに勧めてみてください。）

“完蛋”は，だめになる。失敗する。おわる。，

　衣並社傍，院内法fl-曙,全完蛋。（第9章114）（合作社だろうが，共同購入共同販売だろうが

すっかりだめになる。）
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“顔色”は，一般には「色」のことだが，俗な使い方では，味なところ，ばかにならぬところ

の意。

　想着罫要領，給衣並社一点顔色看。（第10章128）（なんとかかんとか文句をつけて，合作社に，

ばかにで含ぬところを少し見せてやろうと凪っている。）

“鋭活”は，一般には「話をする」だが，北京の俗な使い方では，すぐに，そうこうしている

うちに，の意。

　悦活可就要劫雛刀了。（第no章132）（もうすぐに鎌を下ろさにゃならん。）

“西下子”は，かなりの腕前ということ。

　辿家伏真有西下子。（第15章199）（あいつはまったくいい腕をもっておる。）

“乍”は，……したばかり，……し砲

升始.初起-『北方土語辞典』）

　乍一看，挺奸人，高節磁it,什玄都没有。（第13章175）（ちょっと見ると，ひどく恐ろしそう

でも，実際にぶつかると，なんということもない。で）　　　　　　　　　　　。……

“咋”は，河南，山東の土語で，普通話の“力什玄""忽公”にあたる。

　我長長春，像看昨好，……？（第S章54）（長春よ，お前どうしたらよいと思う，…？）

“熊”は，おずおずとした，いくじのない，という意をもつ東北，北方土語である。

　祢就当像那奎熊臥長肥。（第ll章150）（お前さんはそのへっぽこ除長でもやっていな）これは

“熊祥”“熊祥子”とも用いられる。『北方土語。狼狭的祥子。可憐的祥子。―r北方土語辞

典』）

　見輔道満這伸畏畏縮縮的熊祥子，又生倣。（第20章267）（韓道満のこんなおどおどした，いく

じのないさまを見ると，また腹を立てた。）

“社活”は農家に傭われて働くこと。（当傭工。）

　那会几作正治｡弓小郷社活曙！（第14章185）（その時お前はちょうど馬の弁髪野郎の所で働い

てたよじ）

これぱ社小活" （地主や富農の臨時雇いになること。また少年で雇われて仕事をする者をい

う。北方土語。衣村里的童工。-F北方土語辞典』）とか)江大活”（重労働に傭われるこ

と。またおとなの常使い。山東，東北土語。作成人労幼。仙衣。-『同』）としても用いら

れる。

　……ｲill双小結地主柱小活ル，……（「彩霞」『春歌集』339）（彼は小さい時から地主に雇われ

て仕事をした……）

　我花花象我這広大的吋候，給地主江小活，丿14･･･　（「幼芽」「楊柳風」102)

　（ぼくのとうちゃんはぼくぐらいの時に，地主に雇われて働いた，……）

“串n’（串日子：院北，晋，西北土語。①道辺。②鉄女人o ③白相。）

　他要超人的述没睡下的討候，串串□，淡淡心，摸摸情況。（第3章26）（彼は人びとが眠りつか

ない前に，家を回って腹をわって話をし，様子をさぐろうとした。）

“背骨眼”（北方土語。原意力身体上的矢葡娃。m）力事情逃行上的芙背娃。芙鍵。）

　工程正在葡骨膜的吋刻，温血也脱不升身。（第3章27）（工事はちょうど大事な時で，どうして

も抜けられない。）

“出洋-l-a”（北方土語。出醜。要滑稽。嗣笑活。）

－70－



阿　頼　耶　順　宏

　光想出洋相, 辿些人的腕袋瓜是忽公長的冴！（第3章28）（ばかなまねぽかりしようとして，

この人たちの頭はどうなってるの?）

“邪□”（河北土語。奇怪。古怪）

　昌之悦放奔生戸自救，走邪口歪道。（第2章14）（馬之悦は生産自救を放棄して，よこしまな道

を歩む。）

“固守”（普通話の也吽，或守，准作の意）

　要説，群余困雅了, 共守頭不辻来。（第12章160）（もしもみんなが苦しいというなら，面倒み

きれないこともあるかもしれない。）

“吹合”（事不成叫吹。如：吹台，告吹，吹了。）

　吹合, 迭奎受汽包的臥長不当了。（第ii章152）（やめた，こんなどなられてばかりの除長なん

ぞまっぴらごめんだ。）

“老女巴脚”（河北土語。恨老女。）

　力人平和，一向老央巴脚的。（第12章155）（人がらがおだやかで，まじめ六方だ。）

“利索"（北方土語。災活。筒捷;整斉。干浄。）　　　　　　　　　　　……=

　到了，不把事情干利索不走。第m章278）（来たら用事をすっかり済ますまでは帰らないご）

“納m" （心中杯疑。）

　菜長春心里挺納同, 迭是准家的妁女，……？（第3章26）（lif長春はふしぎでならなかった，

これはどこの家の女だろう……？）

“猫腰”“暗腰”（n腰，俯下身子。）

　地南辺那人付没有mm,是猫着腰部。（第ll章139）（畑の南の人は，しゃがんでいるのではな

い，腰を曲げているのだった。）

　逐脱俗点奘暗腰，這都是力什公？（ms章260）（そのうえお前さんに頭を下げ腰を曲げてあ

いさつをする，これは一体どういうことだ？）

　そのほか，浩然の作品で注意すべきことは諺の類一屋漏又遭途夜雨（泣き面に蜂），三天

打魚所天mm （三日坊主）,㈲了和尚述㈲了寺（坊主憎けりや袈娑まで憎い）,脚託所只船（二

足のわらじをはく）,哭天抹涙（泣きの涙）,木已成舟（あとの祭）-や，成語の類一指桑

辺槐（あてこすりをいう）, 兄好就段（ぽろの出ぬうちに手をひく）,心立口快（思ったままを

□に出す）,白手起家（裸一貫で身を立てる）, PI牙逐牙（歯には歯を）,順水推舟（調子を合

わせる），労而元功（かだ骨折り）-や，さらに前述した歌后語の類が，どのページにもと言

っていいほどに盛んにあらわれる。これは作者の才能であると同時に，民衆のもつことばの豊

富さを証明するものであり，普通話が汲めども尽きぬことばの源泉をもつことを示唆するもの

である。普通話の語彙を考えるとき，浩然の作品はその重要な資料の一つとなるものであると

思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1975, 9,10.）

　（注）

　　1）"漢語”を一般的にぱ中国話yl 44中文”と呼ぶこともある。

　　2）「中固語の方言I Willem A. Grootaers ･小川環樹『r中国語学事典J 1958年，江南書院）

　　3）「民族共通語の問題」伊地智善継・大原信一（同上書）

　　4）同上。
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｀‘普通話”と北方語彙

5)唐宏『北京話与漢語排音』(2）推廣普通話（香港J上海書局, 1974年）

6）普通話審音委員会第三次審定（1964年）による。

7）「民族共通語の問題」（前掲書）

8）r反対党八股」1942年2月8日『r毛沢東選集』第三巻，1969年，人民出版社版）

9）「在延安文芝座淡会上的琲活」1942年5月（同上書）

10）「浩然の小説」（r入矢教授・小川教授退休記念論文集」 1974年，筑摩書房）

11）浩然「仕合せな生活と執筆」（「人民中国」1972年5月号）

　　　　楊青「浩然的経歴和創作」（香港，「新晩報」1974年5月2日~5日連載）

　　　　古勝正義「浩然」（「中国語」74,8）

12）服部隆造・鐘ケ江信光F中国歌后語の研究J（風間書房, 1975年）や睦子賞「北平諧後語辞典」（大中

　　国図書公司, 1969年）を見てむこれは収められていない。浩然の作品中に見えるもので，これらの書物

　　にないものが多いことは，歌后語そのものの多さを示すものであろう。

13:）浩然r艶陽天丿第一巻596ページ

14）喬坂「「艶陽天」的対白」（香港，「新晩報」1974年4月20日）

15）喬坂「『金光大道』中的北方語彙」（香港，「新晩報」1974年7月29日~8月17日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’普通活”与　北方語彙

　北京活在辻去被称力“官活”，至民国初期，就把北京活定力“国語”。自一九四九年新中国成

立以后J国培”改称力“普通活”，規定以北京音力椋准音，以北方活力基咄方言, 以典池的現

代自活文著作力活法規茫。推戸“普通活”是最緊要的事。可是“普通活”的普遍推行逐有神抑

困雅。中国有恨多的地方方言，所以不是生長在北方的大，対北方性的遺言，当然見得有吽多莫

名其妙的地方。

　現在，『絶m天』的作者浩然是最著名最有代表性的作家。沃他的箔背中可以嗅到隋郁的多土

味，他用活生生的北方衣民的生活俗言，表現朴突的人引建没新中目的什大行劫。著作中有許多

地方性的上活，俗語。対這些語彙，別的地方的映者可能碩生廣朧。我把他作品中，迭和石彙抜

集起来了。我想，将来，“普通活”勾地方方言的互相交流下，需要使"普通ぼリ故力更生劫,

更有代表性，更牛富，更有表現力的共通語言。
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